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発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一　定価　1部5円　印刷白南風社

男
女
計

人ロの動き

10月1日現在

5．299（＋2）

5．394（＋3）

10．693（＋5）

世帯：数2．387（o）

（）内は前月との比較

繍辮 ．難灘嚢灘鰹
灘

　　　　　郡内、議員研修会を開く

　さる9月21目、当町役場を会場に郡町村議会議長会主催の議員研修

会が開かれました。

　当日は、三町村の議員約60人に郡町村会長、県議長会事務局長など

の来賓や事務局関係者多数が参加、町村財政をテーマに講師の県地方

課広川副参事をかこんで、多難な財政事情にアタックしました。

よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便

奨
励
運
動
・
郵
政
省

貯毯政難蟹濃総馨蝿暴二馨謹二毯三＿点中ら早スど入ス洋念圭
金み省国易親　生理ヵ月＋信二と＋政ら反日際週時般の学ぴ四をも場大ズニ祝日
　　　　　　　活府づを

求
め
る
運
動
・
厚
生
省

保
険
月
間
・
郵
政
省

電
波
障
害
劇
掃
運
動
・
郵

改
善
普
及
運
動
・
厚
生

囹
行
　
　
事

　
　
　
十
月

血
日
　
仙
田
小
学
校
百
周
年
記

怠
祝
賀
会

†
二
日
　
全
目
本
選
手
権
シ
リ

ー
ズ
第
桧
戦
・
関
東
モ
ト
ク
ロ

ス
大
会
、
千
手
モ
ト
ク
ロ
ス
場

人
場
料
・
お
と
な
三
百
円
、
こ

ご
も
百
円
、
国
際
級
ラ
イ
セ
ン

ス
を
も
つ
選
手
二
十
人
も
参
加

†
四
目
　
郡
市
錦
鯉
品
評
会
な

り
ぴ
に
即
売
会
、
会
場
は
川
西

甲
学
校
プ
ー
ル
で
、
約
千
三
百

息
の
出
品
が
見
込
ま
れ
て
い
る

一
般
公
開
時
間
は
十
二
時
か
ら

三
時
ま
で
。

週
　
間
　
行
　
事

国
際
文
通
週
間
（
六
日
か
ら
十

二
日
）
郵
政
省

違
反
建
築
防
止
週
間
（
十
一
日

か
ら
十
七
日
V
建
設
省

行
政
相
談
週
間
（
十
五
目
か
ら

二
十
一
日
）
行
政
管
理
庁

薬
と
健
康
の
週
間
（
十
五
日
か

ら
二
十
一
日
）
厚
生
省

電
信
電
話
週
間
（
二
十
日
か
ら

二
十
六
日
）
日
本
電
々
公
社

月
　
間
　
行
事

体
力
づ
く
り
運
動
強
調
月
間
・
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般
会
計
、
六
億
台
に

町
議
会
報
告
（
9
月
定
例
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

榊
　
第
八
回
町
議
会
定
例
会
、
い
わ
ゆ
る
九
月
定
例
会
は
先
月
二
十
牌

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

料
七
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は
一
日
で
、
付
議
事
件
は
、
①
牌

辮
川
西
町
有
公
舎
居
宅
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
、
②
榊

琳
川
西
町
営
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
糟

辮
定
、
③
昭
和
四
＋
七
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
④
同
簡
糊

榊
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
⑤
町
道
田
戸
越
ケ
沢
線
の
改
料

辮
良
工
事
に
関
す
る
請
願
（
継
続
審
査
分
）
の
以
上
五
件
、
結
果
は
辮

紳
請
願
の
保
留
処
理
を
除
い
て
、
他
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
料

紳
決
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

＊

　
営
業
用
の
水
道
料
金

　
　
を
改
正

　
条
例
関
係
二
件
の
う
ち
、
居
宅
料
条

例
の
一
部
改
正
は
、
こ
と
し
、
町
が
公

立
学
校
共
済
組
合
で
行
な
う
住
宅
事
業

の
ひ
と
つ
、
投
資
方
式
（
共
済
組
合
が

公
共
団
体
に
住
宅
の
建
設
事
務
を
委
任

し
て
教
職
員
住
宅
を
建
設
し
、
こ
れ
を

そ
の
公
共
団
体
に
譲
渡
の
う
え
、
教
職

員
及
ぴ
家
族
の
使
用
に
供
す
る
方
式
）

を
採
用
し
て
、
下
平
新
田
住
宅
を
一
棟

三
戸
建
て
に
改
築
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
居
宅
料
を
定
め
た
も
の
。

　
ま
た
、
給
水
条
例
の
一
部
改
正
は
、

現
行
水
道
料
金
の
う
ち
、
営
業
用
に
つ

い
て
、
基
本
料
金
を
水
量
百
立
方
メ
ー

ト
ル
で
三
千
五
百
円
（
こ
れ
ま
で
は
十

立
方
メ
ー
ト
ル
で
四
百
円
）
、
一
立
方

メ
ー
ト
ル
当
り
の
超
過
料
金
を
三
十
五

円
（
こ
れ
ま
で
は
四
十
円
）
に
改
め
た

も
の
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
町
の
水

道
料
金
は
、
別
掲
の
と
お
り
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

　
第
三
号
議
案
・
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
に
各
三
千
七

百
万
二
千
円
を
迫
加
し
、
こ
れ
で
、
一

般
会
計
の
予
算
規
模
は
六
億
二
千
七
百

五
十
九
万
九
千
円
と
、
初
め
て
六
億
の

大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

会
計
の
補
正
は
、
今
回
が
三
回
目
で
す

　
　
ご
み
処
理
施
設
な
ど

　
　
を
整
備

　
補
正
内
容
と
し
て
は
、
歳
出
面
で
広

域
圏
事
業
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
を
は

じ
め
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
調
査
費

野
口
大
原
～
白
倉
道
路
の
新
設
、
消

防
施
設
整
備
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上

し
、
こ
れ
に
要
す
る
財
源
は
、
地
方
交

付
税
の
伸
ぴ
を
中
心
に
手
当
し
て
い
ま

す
。
　
次
の
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の

補
正
は
こ
れ
が
二
回
目
に
当
た
り
、
橘

地
区
の
建
設
工
事
費
減
額
と
、
同
地
区

維
持
管
理
費
及
ぴ
千
手
地
区
建
設
工
事

費
な
ど
の
増
加
分
を
差
し
引
き
し
て
、

都
合
六
十
六
万
二
千
円
を
既
定
予
算
か

ら
減
額
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
水
道

特
別
会
計
予
算
は
、
七
千
五
百
五
十
三

万
三
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
戸
越
ケ
沢
線
改
良
工
事
に
関
す
る

請
願
は
、
所
管
の
建
設
厚
生
常
任
委
員

会
で
審
査
期
限
を
再
延
長
し
て
検
討
し

て
い
た
も
の
で
、
工
事
実
施
面
で
難
点

が
多
い
と
す
る
委
員
会
の
報
告
を
受
け

て
、
保
留
の
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

　
　
　
　
　
第
七
回
臨
時
会

　
こ
の
、
九
月
定
例
会
に
先
立
っ
て
、

十
二
目
に
招
集
し
た
第
七
回
臨
時
会
は

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
教

育
委
員
会
委
員
の
選
任
関
係
が
中
心
で

表金料道水

＼料率
種別　＼

基本料金（1ヵ月につぎ） 超過料金
（1㎡につぎ）：水　　量 料　　　金

一般用 10㎡ 400円 40円

営業用 100 3，500 35
工 小ロ用 200 6，000 35
葡大。用

500 15，000 30
臨時用 1 60

営
業
用
は
十
月
か
ら
の
新
料
金
、

｛
他
は
四
月
改
正
榮
の
も
の
・
｝

し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

つ
い
て
は
、
大
久
保
武
義
委
員
の
任
期

が
七
月
二
十
五
日
に
満
了
し
た
こ
と
に

伴
い
、
引
き
続
き
同
委
員
を
選
任
し
た

も
の
で
こ
れ
を
承
認
。
な
お
、
委
員
の

定
数
は
三
人
で
任
期
は
三
年
、
大
久
保

さ
ん
は
三
期
目
の
就
任
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
方
は
、
丸
山
富

司
委
員
（
教
育
長
）
、
小
川
伊
作
委
員

両
氏
の
任
期
が
、
と
も
に
九
月
十
五
日

満
了
な
の
で
、
同
様
ほ
両
氏
を
再
任
す

る
た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
。

こ
の
件
も
提
案
に
同
意
。
両
氏
と
も
補

欠
委
員
と
し
て
の
任
期
が
あ
り
、
そ
れ

を
含
め
る
と
丸
山
委
員
は
三
期
目
、
小

川
委
員
は
二
期
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
同
臨
時
会
の
他
の
案
件
は
、
新
潟
県

町
村
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る
団
体

数
の
増
加
及
ぴ
規
約
の
変
更
、
同
町
村

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
、
同
旧
市

町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規

約
の
変
更
の
三
っ
つ
で
、
以
上
を
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
閉
会
後
の
全
員
協
議
会
で
、

町
民
体
育
祭
、
国
鉄
宅
地
購
入
等
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

国
保
・
保
険
料
を

本
算
定

　
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
四

月
以
来
、
暫
定
徴
収
を
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
前
年
所
得

等
を
も
と
に
本
算
定
を
終
え
ま
し
た
。

　
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
一
所
得
割
　
百
分
の
二
・
七
〇

　
　
　
　
昭
和
四
十
六
年
所
得
、
譲

　
　
　
｛
渡
所
得
を
含
む
・
　
｝

囹
資
産
割
　
百
分
の
一
二
・
〇
九

　
　
　
｛
土
地
、
家
屋
の
税
額
｝

囹
均
等
割
　
二
、
五
三
三
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
人
当
り
｝

囹
平
等
割
　
四
、
二
五
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
世
帯
当
り
｝

　
こ
の
基
準
で
保
険
料
年
額
を
定
め
、

こ
れ
ま
で
納
入
い
た
だ
い
た
分
を
差
し

“
町
政
ポ
ス
ト
か
ら
”

引
い
て
こ
ん
ご
の
納
入
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
、
年
八
万
円
以
上

は
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
木
曜
日
の
診
療
時

　
間
変
更

　
　
　
　
　
千
手
・
橘

　
　
　
　
　
　
　
　
両
診
療
所

　
十
月
か
ら
、
毎
週
木
曜
日
の
千
手
診

療
所
と
橘
診
療
所
の
診
療
時
間
が
変
わ

り
ま
し
た
。

〈
新
し
い
診
療
時
間
〉

　
・
千
手
診
療
所

　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
｛
＋
二
時
ま
で

　
・
橘
診
療
所

　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

　
　
　
　
｛
四
時
ま
で

　
ち
ょ
う
ど
、
こ
れ
ま
で
と
逆
の
時
間

帯
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お

ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
。

道
路
補
修
を

　
　
　
早
急
に

　
私
の
地
元
に
あ
る
急
坂
道
路
は
、

近
ご
ろ
荒
れ
て
、
雨
が
降
る
と
バ
ラ

ス
が
浮
き
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
通

行
に
支
障
を
き
た
し
、
危
険
で
す
。

　
総
代
を
通
じ
て
申
し
出
て
い
ま
す

が
、
い
っ
こ
う
に
補
修
を
し
て
く
れ

ま
せ
ん
。
人
身
事
故
な
ど
の
お
き
な

い
よ
う
、
早
急
に
補
修
を
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
一
農
民
）

劇
講
箋

さ
っ
そ
く
、
現
地
を
は
じ
め
同
様
か

所
の
補
修
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
補
修
に
う
い
て
は
、
以
前

に
は
、
原
材
料
（
じ
や
り
等
）
を
支

給
し
て
地
区
の
か
た
が
た
の
奉
仕
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
車
両
の
増
加
・
大
型
化
（
重

量
化
）
に
よ
る
道
路
の
損
傷
が
ひ
ど

い
う
え
に
、
労
働
力
不
足
や
社
会
情

勢
の
変
動
も
あ
っ
て
、
町
で
は
補
修

員
制
度
を
設
け
一
部
区
域
を
除
い
て

巡
回
補
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
道
路
の
本
数
が
多
い

こ
と
と
、
前
述
の
交
通
事
情
等
に
よ

っ
て
補
修
が
思
う
よ
う
に
追
い
つ
け

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
は
、
重
点
施
策
と
し
て
道
路
の

改
良
、
舗
装
の
促
進
と
と
も
に
、
維

持
管
理
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で

十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
道
路
事

情
に
対
応
し
て
運
転
者
も
歩
行
者
も

よ
く
注
意
の
う
え
、
事
故
な
ど
の
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
室
長
）
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二
次
構
、

ま
ず
生
産
組
合
設
立
へ

事
業
計
画
は
年
内
完
成
が
目
途

　
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、
実
施
計
画
の
基
礎
に
な
る
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
が
終
わ
り
、
予
想
を

上
回
る
高
い
同
意
率
の
も
と
で
、
生
産
組
合
の
設
立
、
実
施
計
画
樹
立
の
段
階
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
同
意
率
、

　
　
　
　
八
七
・
七
％

　
同
意
書
は
九
月
末
を
も
っ
て
取
り
ま

と
め
を
終
え
、
そ
の
結
果
は
、
左
の
表

に
示
す
と
お
り
当
初
予
想
を
か
な
り
上

回
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
区
内
農
家
の
近
代
農
業

へ
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
る
と
同
時
に

事
業
に
対
す
る
ご
理
解
の
た
ま
も
の
で

同意書の取りまとめ状況

　　　地区名

区　分
千手地区 螺畢 言十

関係農家数 　戸
451 241 692

同意農家数 　戸
379 228 607

同　意　　率
84％

946 8717

遊豊水田面 85多
96．2

　　轟89£積　同　意率

あ
る
わ
け
で
す
が
、
さ
ら
に
は
、
自
立

を
目
ざ
す
農
家
に
お
け
る
、
こ
の
事
業

を
通
じ
た
農
業
所
得
増
大
へ
の
期
待
、

ま
た
、
兼
業
農
家
の
場
合
、
機
械
化
に

よ
っ
て
労
力
不
足
を
解
決
し
た
い
と
い

う
願
望
、
そ
れ
ら
を
如
実
に
反
映
し
た

数
字
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
な
お
堀
り
下
げ
て
分
析
す
る

と
、
急
テ
ン
ポ
で
進
む
機
械
化
貧
乏
、

後
継
者
難
、
肉
体
的
重
労
働
か
ら
の
脱

　
　
　
　
　
　
皮
等
を
同
時
解
決
し
、

　
　
　
　
　
　
高
度
成
長
を
続
け
る
経

　
　
　
　
　
　
済
事
情
に
対
応
す
る
に

　
　
　
　
　
　
は
、
二
次
構
に
参
加
し

　
　
　
　
　
　
生
産
組
合
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
協
業
組
織
に
よ
つ
て
生

　
　
　
　
　
　
産
性
の
向
上
を
図
る
の

　
　
　
　
　
　
が
最
善
の
方
法
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
の
と
感
じ
と
れ
ま
す
。

数
部
落
で

　
一
生
産
組
合

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
事

業
の
具
体
的
計
画
を
立

案
す
る
時
期
に
は
い
る

わ
け
で
す
が
、
そ
の
手

順
は
、
次
の
よ
う
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
今
月
末
こ
ろ

ま
で
に
、
生
産
組
合
と
機
械
施
設
利
用

組
合
の
設
立
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
生
産
組
合
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
生

産
活
動
の
母
体
で
す
か
ら
、
機
械
を
最

も
効
率
的
に
使
え
る
農
地
集
団
を
基
本

に
、
一
～
三
部
落
の
同
意
者
に
よ
っ

て
組
織
す
る
と
い
う
の
が
推
進
員
会
議

で
の
結
論
で
す
。

　
参
加
者
全
員
の
意
志
に
基
づ
き
、
民

主
的
に
設
立
す
る
生
産
組
合
は
、
組
合

員
が
生
産
活
動
に
必
要
と
す
る
田
植
機

や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
を
、

何
年
に
、
ど
ん
な
も
の
を
、
何
台
買
う

か
に
つ
い
て
十
分
協
議
し
、
そ
の
結
果

を
町
長
に
事
業
申
請
し
、
補
助
金
（
二

分
の
一
以
内
）
及
ぴ
融
資
を
受
け
て
機

械
購
入
を
行
な
い
ま
す
。

　
機
械
施
設
利
用
組
合
は
、
生
産
組
合

の
集
合
体
で
、
一
生
産
組
合
で
は
ま
か

な
い
き
れ
な
い
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
、
あ

る
い
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
育
苗
施
設

を
設
置
し
、
運
営
す
る
見
込
み
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
利
用
組
合
は
、

生
産
組
合
の
代
表
者
に
よ
っ
て
企
画
、

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
上
野
地
区
で
は
、
機
械
施
設
利

用
組
合
が
す
べ
て
の
機
械
を
所
有
し
、

生
産
組
合
は
い
っ
さ
い
機
械
を
持
た
ず

に
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
組
合
か
ら
借

り
受
け
る
方
式
で
進
め
た
い
と
い
う
意

向
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
さ
し
つ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
組
合
と
機
械
施

設
利
用
組
合
の
計
画
を
基
本
に
し
、
そ

れ
に
、
養
豚
団
地
、
自
立
経
営
を
意
向

と
す
る
農
家
の
規
模
拡
大
を
計
る
た
め

の
事
業
を
プ
ラ
ス
し
て
、
川
西
町
の
二

次
構
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
十
二
月
末
ま
で

に
ほ
ぼ
完
成
し
な
い
と
、
来
年
か
ら
の

事
業
着
手
に
支
障
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
稲
の
刈
り
取
り
を
す
ま
せ
、
ほ
っ
と

一
息
と
い
う
時
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

〃
豊
か
で
楽
し
い
、
あ
す
の
農
業
〃
の

た
め
、
生
産
組
合
の
設
立
、
事
業
計
画

立
案
、
か
て
て
加
え
て
基
礎
調
査
等
、

格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

旧
軍
人
・
軍
属
等
に

補
償
を
拡
大

　
恩
給
法
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
の
改
正
で
、
旧
軍
人
、
軍
属
等

の
か
た
が
た
に
対
す
る
国
の
補
償
内
容

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

期
間

　
　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
降

地
域

　
　
外
地
（
戦
地
）
だ
け
で
な
く
、
内

　
　
地
も
含
ま
れ
る
。

職
種

　
　
旧
軍
人
・
軍
属

　
　
満
州
開
托
義
勇
隊
隊
員

　
　
被
徴
用
者

　
　
国
民
義
勇
隊
隊
員
な
ど

　
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
中
に
関
係

さ
れ
た
死
亡
、
不
具
廃
疾
、
疾
病
（
除

隊
後
に
発
病
し
た
も
の
を
含
み
ま
す
。
）

と
、
本
人
ま
た
は
遺
族
の
該
当
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
補
償
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人
、
あ
る
い
は
、
過
去
に
申
請
し

た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
却
下
さ
れ
た

と
い
う
よ
う
な
人
等
々
、
ま
た
、
ど
ん

な
小
さ
な
障
害
で
あ
っ
て
も
、
も
う
一

度
、
社
会
課
へ
申
し
出
て
該
当
、
非
該

当
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
盤
九
月
分
翻

O
寄
贈
者
　
　
（
敬
称
略
）

茂
野
寅
一
（
藤
沢
）
、
登
坂
敬
恒
（
赤

谷
）
、
川
崎
孝
治
（
越
ケ
沢
）

O
入
手
品

馬
の
く
つ
ば
み
く
く
つ
わ
）
、
地
車
、

大
八
車
、
ラ
ン
プ
。

こ
＝
＝
＝
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
働
＝
＝
＝
＝
＝
＝
；
鱒
、
＝
噛
＝
＝
＝
＝
＝
噸
＝
＝
。
；
2
噛
＝
＝
＝
＝
・
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
嶺
＝
＝
＝
＝
＝
噛
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
向
一
一

兵
庫
で
、
望
郷
の
花
を
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
野
口
の
み
ず
ば
し
ょ
う

三
年
前
、
小
野
塚
卯
吉
さ
ん
（
町
出

身
、
兵
庫
県
八
鹿
町
在
住
）
の
仲
介
で

兵
庫
県
天
然
記
念
物
の
座
禅
草
と
交
換

し
た
野
口
の
み
ず
ば
し
ょ
う
が
、
今
春

現
地
で
か
れ
ん
な
花
を
つ
け
た
こ
と
が

こ
の
ほ
ど
、
小
野
塚
さ
ん
か
ら
根
津
町

長
に
あ
て
た
手
紙
で
明
ら
か
に
な
り
、

関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

　
野
口
か
ら
送
っ
た
み
ず
ば
し
ょ
う
は

兵
庫
県
美
方
郡
村
岡
町
の
鉢
伏
北
高
原

に
植
え
ら
れ
、
十
本
が
み
ご
と
に
活
着

し
、
　
（
写
真
）
そ
の
う
ち
の
三
本
が
、

こ
と
し
の
春
に
白
い
小
さ
な
花
を
咲
か

せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
い
つ
ぽ
う
、
座
禅
草
も
野
口
地
内
で

活
着
し
、
紫
色
の
独
特
の
花
を
つ
け
た

の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
土
砂
に
埋

ま
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
再
度
、
苗
を

送
っ
て
ほ
し
い
旨
を
兵
庫
の
方
に
伝
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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手
を
つ
な
ぎ
、
大
き
な
輪
に
な
れ

た
す
け
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
募
金
、
目
標
は
四
三
六
、
五
〇
〇
円

　
〃
た
す
け
あ
い
の
広
が
り
を
〃
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
全
国
い
っ
せ
い

に
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
福
祉
事
業
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
共
同
募
金
は
、
皆

さ
ん
の
ご
認
識
の
お
か
げ
で
二
十
五
周

年
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
町
は
、
こ
と
し
県
か
ら
共

同
募
金
推
進
地
区
の
選
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
目
ご
ろ
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
い
る
今
も
、
福
祉
対
策
の

必
要
性
は
増
大
し
、
恵
ま
れ
な
い
人
々

や
身
体
障
害
者
に
対
す
る
援
護
策
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
と
い
う
運
動
を
通
じ
て
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
助
け
合

い
の
心
を
広
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
四
十
繭
万
七
千
三
百
円
の

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
し
の
目
標
額
は
、
四
十
三
万
六
千

五
百
円
で
す
。

　
集
ま
っ
た
浄
財
は
、
老
人
対
策
、
生

活
困
窮
世
帯
、
身
体
障
害
者
、
児
童
対

策
等
、
幅
広
い
福
祉
事
業
に
充
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
こ
ぞ
っ
て
共
同
募
金
に
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
お
わ
ぴ
　
す
で
に
配
布
し
た
募

金
封
筒
の
印
刷
中
、
こ
と
し
の
町
の
目

標
額
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
，
四
十
三

万
六
千
五
百
円
が
正
確
な
数
字
で
す
の

で
、
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
共
同
募
金
川
西
町
分
会
）

新
潟
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
で
生
徒
募
集

い
ま
、
企
業
は
、
あ
な
た
の
技
能
を

縢
の
窓
謝

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

～
舘
～
箋
箋
～
箋
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
霜
～
～
～
駕
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
箋
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
霜
～
～
～
霜
～
～

各種予防接種のお知らせ
　　　　　　　＝健康管理室＝＝
月日 時　間 会　　場 予防接種名 対　象

“．16 1・30～名OO 橘出張所
イγフルエソザ
2　　口　　目

3歳以上

一　　般

11．17 〃 中仙田小学校．種　　　　痘 一般学童

〃 240～3．00 赤岩小学校 〃 〃

11．20 1．30～200 仙田小学校 〃 〃

〃 210～230 小脇分校 〃 〃

〃 乞40～aoO高倉小学校 〃 〃

11．22 2．00～2．30，白倉小学校 〃 〃

11．24 1．30～200 中仙田小学校 種痘判　定 〃

〃 240～aoO 赤岩小学校 〃 〃

11．27 1．00～200 役場分室 種　　　　痘 一　　般

11．29 200～230 白倉小学校 種痘判　定 一般学童

〃 1．30～2」00 母子セソター 種　　　　痘 一　　般

〃 a10～a30 木落保育所 〃 〃

11．30 1．30～aOO 橘出張所 〃 〃

畠
山
悟
志

江
口
美
晴

村
越
　
剛

丸
山
由
美
子

上
村
　
守

相
崎
幸
子

川
崎
千
恵
子

丸
山
直
樹

富
雄
長
男

佐
久
雄
長
女

重清伊俊健
一一作平夫弘

二長長二長長
男女女男女男

山
野
田

小
自
倉

野
　
口

東
善
寺
元
町

田
　
中

越
ケ
沢
根
深

た
か
さ
．
こ
ー
．
こ
円
満
に

舗
馨
襲
難
難
⑳
驚

講
篶
議
製
塗
雛

新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
噂
、
明
（
◎
新
郎

年
四
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
　
　
　
　
◎
新
婦

◎
募
集
人
員

　
鋳
造
科
　
　
二
〇
人

　
機
械
科
（
機
械
専
攻
）
　
三
〇
人

　
　
〃
　
（
仕
上
専
攻
）
　
二
五
人

　
電
気
機
器
科
　
　
　
　
　
三
〇
人

　
木
工
科
　
　
　
　
二
五
人

　
機
械
製
図
科
　
　
　
　
　
二
五
人

　
溶
接
科
　
　
　
　
二
〇
人

◎
申
込
み
期
間

　
十
一
月
一
日
～
〃
三
十
日

◎
応
募
資
格

　
中
学
・
高
校
の
卒
業
者
（
明
春
卒
業

　
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）

◎
訓
練
校
所
在
地

　
長
岡
市
住
吉
町
三
の
一
の
一

　
　
　
電
話
”
長
岡
三
三
－
二
四
二
〇

　
訓
練
期
間
は
二
か
年
で
す
。
詳
細
は

職
安
、
学
校
も
し
く
は
当
課
窓
ロ
ヘ
お

，
尋
ね
く
だ
さ
る
よ
う
。
　
　
（
社
会
課
）

岩南伴南
佐雲野雲

富俊治克
子二美巳

　
　
　
中
島
太
平
治

　
　
小
海
美
千
枝

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小平押石
林野木川

サ昭正忠
イニ人義

学
校
町
元
町

東
善
寺

中
屋
敷

中
央
町

千
葉
か
ら

中
仙
田

宮
城
か
ら

上
野

小
根
岸
か
ら

九四四二
〇五一二

懲
硬∂

面ーー

J

　
丁
　
　
　
　
㎜

｝
田
胸
で
　
㎜

ず
墳
麺
遠
些
ど
響

囹
町
の
人
事

▽
退
職
／
九
月
三
十
日
付

税
務
課
税
務
第
一
係
・
大
久
保
雪
子

▽
採
用
／
十
月
一
目
付

社
会
課
援
護
係
・
星
名
美
佐
子

納
税
メ
モ

今
月
は

　
町
・
県
民
税

　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す
。

　
昨
年
も
、
こ
の
欄
で
、
た
ば
こ

消
費
税
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た

が
、
四
十
六
年
度
中
の
町
内
に
お

け
る
総
売
り
上
げ
本
数
は
一
千
三

百
七
十
万
本
、
総
額
で
九
百
八
十

一
万
円
、
喫
煙
者
を
成
人
男
子
の

半
数
と
し
て
計
算
す
る
と
、
｝
人

年
間
七
千
八
百
五
十
本
、
一
目
平

均
二
十
一
本
を
吸
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
日
に
二
＋
本
入
り
一
箱
を
吸

う
と
、
約
十
四
円
の
た
ば
こ
消
費

税
を
町
に
納
め
て
い
る
計
算
に
な

る
の
で
す
。

舞
　
小
セ
レ

ー
　
　
　
非
畳

ノ
ド
　
　
　
ド
　
　
イ
ロ
　
ヂ

蛾溝．

／
奮
自
南
畏

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

下
車
駅
の
一
村
柿
の
紅
葉
し
て

木
の
実
落
つ
音
の
は
げ
し
き
雑
木
道

火
薬
庫
へ
一
筋
道
や
枯
尾
花

猟
犬
の
ひ
た
走
り
行
き
落
葉
道

　
　
　
　
　
霜
条
大
海
自
濤

朝
露
に
箒
木
の
枝
重
く
垂
れ

人
影
の
如
き
月
夜
の
箒
草

　
　
　
　
大
自
倉
　
中
村
み
や
こ

秋
草
の
露
に
訣
の
す
こ
し
濡
れ

　
　
　
　
小
自
倉
江
口
凡
石

数
々
の
敬
老
会
の
品
を
受
く

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

清
水
く
む
夏
雲
高
く
高
く
と
ぴ

　
　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

目
に
映
ゆ
る
柿
を
ま
と
も
の
散
歩
道




